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頭 言巻

私
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
に
は
、
歩
い
て
い

け
る
距
離
に
お
菓
子
屋
さ
ん
や
パ
ン
屋
さ

ん
、
お
薬
屋
さ
ん
や
豆
腐
屋
さ
ん
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

少
し
歩
く
と
文
房
具
屋
さ
ん
や
八
百
屋
さ

ん
、
魚
屋
さ
ん
、
金
物
屋
さ
ん
、
散
髪
屋
さ

ん
と
、
た
く
さ
ん
の
お
店
が
あ
り
ま
し
た
。

お
菓
子
屋
さ
ん
の
店
先
で
は
、
１
０
０
円
に

満
た
な
い
小
遣
い
で
長
い
時
間
お
菓
子
を
選

ん
で
い
た
し
、
豆
腐
屋
さ
ん
に
は
ス
テ
ン
レ

ス
の
料
理
用
ボ
ウ
ル
を
持
っ
て
姉
と
一
緒
に

買
い
に
行
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
で

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

か
、
観
光
の
方
々
し
か
行
か
な
い
飲
食
店
に

変
わ
り
ま
し
た
。
街
中
を
車
で
走
っ
て
い
る

と
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
チ
ェ
ー
ン

店
な
ど
は
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
車
や
電
車
に
乗
っ
て
行
く

場
所
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
店
が
並
ん
で
い

ま
す
が
、
歩
い
て
動
く
範
囲
に
は
、
自
動
販

売
機
を
除
け
ば
買
い
物
を
す
る
場
所
は
ず
い

ぶ
ん
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

私
が
協
会
の
活
動
に
参
加
し
始
め
た
頃

は
、
今
よ
り
も
っ
と
多
く
の
年
齢
の
近
い
先

輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
商
売
上
手

で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域

に
寄
り
添
っ
た
中
小
企
業
の
経
営
者
と
し
て

多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

す
。現

代
の
よ
う
に
、
建
設
業
界
に
お
い
て
も

集
約
化
や
効
率
化
が
進
め
ば
、「
い
ず
れ
地

域
の
建
設
会
社
は
す
べ
て
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ

ン
の
下
請
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
」
と
危
惧
し
て
お
り
、
果
た
し
て
こ
れ
で

地
域
の
安
全
や
経
済
、
そ
し
て
雇
用
が
維
持

で
き
る
の
か
、
疑
問
に
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
。
昔
に
比
べ
れ
ば
、
行
政
か
ら
の
発
注
件

数
も
少
な
く
な
り
、
受
注
金
額
も
安
く
な
っ

て
い
る
の
に
、
原
材
料
も
労
務
費
も
上
が
る

一
方
で
、
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
で
さ
え
中
小

規
模
の
工
事
に
参
入
し
、
地
域
の
建
設
業
者

が
未
来
像
を
描
き
難
い
時
代
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
の
建
設
業
者

は
内
憂
外
患
に
悩
ま
さ
れ
、
攻
め
る
べ
き

か
、
耐
え
忍
ぶ
べ
き
か
、
経
営
者
は
一
大
ジ

レ
ン
マ
に
と
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
建

設
業
協
会
は
、
こ
う
し
た
現
状
の
中
、
し
っ

か
り
と
業
界
全
体
の
未
来
像
を
見
定
め
て
活

動
し
、
地
域
の
建
設
業
と
し
て
の
社
会
的
責

任
や
、
工
事
の
品
質
・
安
全
の
確
保
に
繋
が

る
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
は
「
木
の
町
づ
く
り
協
議
会
」

と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
幹
事
を
兼
務
し

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
協
議
会
は
、
山
を

健
全
に
保
つ
に
は
、
伐
採
を
し
て
そ
の
材
木

を
使
用
す
る
と
い
う
「
人
と
山
と
の
関
係
」

が
重
要
で
あ
り
、「
山
の
い
の
ち
と
、
人
の

暮
ら
し
を
つ
な
げ
る
運
動
」
を
目
的
に
発
足

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
協
議
会
で
は

地域の安全と生活を守る建設業をＰＲ

（一社）京都府建設業協会
広報副委員長　大西 健吾

大西建設工業（株）取締役

木
質
路
面
材
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
ブ
ロ
ッ
ク
や
木
製
の
折
り
畳
み
ベ
ン
チ
を

製
作
す
る
な
ど
、
地
域
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

資
材
を
開
発
し
て
特
許
を
取
得
し
、
公
共
工

事
な
ど
に
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
現
在
、
積
極

的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
建

設
業
者
が
開
発
し
た
資
材
を
広
く
普
及
で
き

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地

産
地
消
の
資
材
を
積
極
的
に
使
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
広
報
Ｐ
Ｒ
も
、
広
報
委
員
会
と

し
て
発
信
す
べ
き
情
報
の
重
要
な
部
分
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
建
設
会
社
が
抱
え
る
技

術
者
等
の
高
齢
化
の
問
題
に
つ
い
て
、
若
者

が
こ
の
業
界
に
よ
り
多
く
入
職
し
て
く
れ
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
広
報
委
員
会
で
は
小
委
員
会
を
作

り
、
今
年
３
月
に
「
雨
の
ち
晴
れ
」
と
い
う

漫
画
本
を
製
作
し
ま
し
た
。
台
風
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
か
ら
地
域
の
住
民
の
安
全
を
守
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
復
旧
工
事
に
携
わ
る
建

設
マ
ン
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
、
若
者
に
建

設
工
事
に
関
わ
る
人
た
ち
の
リ
ア
ル
な
姿
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
、
建
設
関
係

学
科
を
持
つ
高
校
や
自
治
体
な
ど
の
ほ
か
、

他
県
の
建
設
業
協
会
へ
も
配
布
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
広
報
委
員
会
で
は
、
地
域
の
住
民

の
安
全
と
生
活
を
守
る
建
設
業
の
誇
り
と
熱

き
思
い
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　昭和28年に台風13号が襲来し、
宇治川の堤防が決壊し沿岸地帯では
甚大な被害を被りました。それを
きっかけとして、淀川水系の治水計
画が見直され、天ヶ瀬ダムを宇治川
に設けることとなりました。
　天ヶ瀬ダムの建設は昭和34年に
着工され、昭和39年に完成。淀川
水系で最初に完成した多目的ダムで
す。高さ73m、長さ254mのアー
チ式ダムで、京セラドーム大阪約17杯分（２千万トン）の
水を貯めます。本年11月に竣工50周年を迎えます。

【天ヶ瀬ダム】　 写真提供：近畿地方整備局淀川ダム統合管理事務所
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京
建
協
は
４
月
10
・
11
日
の
２
日
間
、

亀
岡
市
の
烟
河
に
て
、
26
年
度
社
員
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
の
ほ
か
、
建
設
業
界
の
基
礎
知
識

を
学
ぶ
た
め
の
研
修
で
、
会
員
企
業
の
25

歳
以
下
ま
た
は
入
社
５
年
以
内
の
社
員
が

対
象
。
今
年
度
は

協
会
事
務
員
を
含

む
46
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
師
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
㈱
日

本
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
グ
ル
ー
プ
・
建

設
産
業
シ
ス

テ
ム
研
究
所

の
丸
谷
正
氏

が
担
当
。
技

術
者
の
高
齢

化
や
若
年
者

の
入
職
減
少

に
よ
り
、
技

能
・
技
術
の

伝
承
が
困
難
と
い
わ
れ
る
建
設
業
の
現
在

の
状
況
を
受
け
、
建
設
業
が
担
っ
て
い
る

役
割
や
、
業
界
の
構
造
な
ど
に
つ
い
て
、

参
加
者
を
４
～
５
名
の
班
に
分
け
、
提
起

さ
れ
た
問
題
に
対
し
班
ご
と
に
話
し
合
っ

て
答
え
を
導
き
出
す
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形

式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
身
だ
し
な
み
や
挨
拶
、
名

刺
交
換
の
方
法
、
電
話
応
対
な
ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
の
ほ
か
、
建
設
業
と
他
産
業

の
違
い
、
受
注
・
請
負
産
業
で
あ
る
建
設

業
の
特
徴
な
ど
、
建
設
業
界
の
基
礎
知
識

を
学
び
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
職
場
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
基
本
で
あ
る
報
告
・
連
絡
・
相

談
の
ほ
か
、「
引
き
合
い
か
ら
受
注
」「
着

工
か
ら
引
き
渡
し
」「
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
と
顧
客
満
足
」
な
ど
の
建
設
業
務

の
知
識
な
ど
に
つ
い
て
学
習
。
そ
の
後
、

入
札
・
指
名
・
受
注
か
ら
竣
工
ま
で
の
施

工
管
理
（
品
質
、
原
価
、
工
程
、
安
全
）

を
ゲ
ー
ム
形
式
で
学
ぶ
「
施
工
ゲ
ー
ム
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
建
設
人
と
し
て
自
分
自
身
が

目
指
す
将
来
像
を
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が

発
表
。
講
師
の
丸
谷
氏
か
ら
「
納
期
や
構

造
物
を
含
め
て
キ
チ
ッ
と
し
た
も
の
を
造

れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
、
２
日
間
に
わ

た
る
研
修
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
や
仕
事
を
す
る
上
で
の
注
意
点
が
学

べ
て
良
か
っ
た
」「
同
年
代
の
人
た
ち
と

一
緒
に
学
べ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

優
秀
な
人
材
確
保
に
向
け
、
会

社
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

─
─ 

京
建
協
の
合
同
求
人
説
明
会
に

24
社
が
参
加 ₂

京
建
協
と
同
京
都
支
部
は
５
月
14
日
、

下
京
区
の
メ
ル
パ
ル
ク
京
都
で
、
平
成
27

年
度
採
用
合
同
求
人
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
会
員
企
業
の
人
材
確
保

を
支
援
す
る
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
を
迎
え
ま

す
。
新
卒
を
採
用
し
た
い
会
員
企
業
と
協

力
企
業
24
社
が
参
加
し
、
会
場
に
は
来
春

に
卒
業
を
予
定
す
る
大
学
生
・
専
門
学
校

生
を
中
心
に
、
多
数
の
就
職
希
望
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

京
都
支
部
、
労
務
・
経
営
委
員
会
の
高

木
委
員
長
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
影
響
も

あ
り
、
各
企
業
は
採
用
を
増
や
し
て
お

り
、
参
加
企
業
も
増
加
し
た
。
学
生
に

し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
、
優
秀
な
人
材
を

確
保
し
て
ほ
し
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
を
行

い
ま
し
た
。

説
明
会
は
、
会
社
ご
と
に
専
用
の
ブ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
各
企
業
は
施
工
し
た
建

築
物
や
土
木
構
造
物
の
作
品
パ
ネ
ル
を
展

示
。
採
用
担
当
者
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
パ

ソ
コ
ン
等
の
資
料
を
使
い
、
ブ
ー
ス
を
訪

れ
る
学
生
に
対
し
て
募
集
す
る
職
種
や
業

務
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。
一

方
、
訪
れ
る
学
生
は
、
自
己
P
R
等
を
記

入
し
た
個
人
紹
介
カ
ー
ド
を
提
出
し
、
業

務
内
容
等
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
で
、

会
社
や
業
務
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
回
の
説
明
会
に
参
加
し
た
企
業
は
以

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
と
建
設
業
の
基
礎

知
識
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
学
習

 

─
─ 

新
人
研
修
会
に
計
46
名
が
参
加
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下
の
通
り
。

▽
玉
井
建
設
（
宇
治
市
）
▽
古
瀬
組
（
下

京
区
）
▽
公
成
建
設
（
下
京
区
）
▽
岡
野

組
（
左
京
区
）
▽
藤
井
組
（
伏
見
区
）
▽

城
南
組
（
中
京
区
）
▽
長
村
組
（
中
京
区
）

▽
要
建
設
（
中
京
区
）
▽
京
都
現
代
建
設

（
宇
治
市
）
▽
吉
川
組
（
右
京
区
）
▽
ケ

イ
コ
ン
（
伏
見
区
）
▽
増
田
組
（
伏
見
区
）

▽
安
田
建
設
（
与
謝
野
町
）
▽
安
田
産
業

（
協
力
企
業
・
与
謝
野
町
）
▽
第
一
土
木

（
南
丹
市
）
▽
西
田
工
業
（
福
知
山
市
）

▽
山
寅
組
（
京
丹
後
市
）
▽
田
中
工
務
店

（
南
区
）
▽
吉
村
建
設
工
業
（
中
京
区
）

▽
北
和
建
設
（
下
京
区
）
▽
ミ
ラ
ノ
工
務

店
（
中
京
区
）
▽
中
川
工
務
店
（
西
京
区
）

▽
仁
木
総
合
建
設
（
伏
見
区
）
▽
三
煌
産

業
（
亀
岡
市
）

岡
野
会
長
を
再
任
、
地
域
建
設

産
業
の
活
性
化
を
目
指
す

─
─ 

26
年
度
通
常
総
会
を
開
催

₃

５
月
27
日
、
京
建
協
は
中
京
区
の
京
都

建
設
会
館
に
て
「
平
成
26
年
度
通
常
総

会
」
を
開
催
。
約

２
２
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
岡
野

会
長
は
、「
長
年

に
わ
た
る
建
設
投
資
の
減
少
、
人
手
不
足

に
よ
る
労
務
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
価
格

競
争
が
続
き
、
低
価
格
受
注
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
地
域
建
設
産
業
の
体
力
は
弱
く

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
産
業
の
活
性
化
、

さ
ら
に
担
い
手
の
育
成
・
確
保
の
た
め
に

は
、
適
正
価
格
で
の
下
請
契
約
、
建
設
業

従
事
者
の
労
働
環
境
の
改
善
が
不
可
欠
。

労
働
時
間
、
年
間
給
与
、
社
会
保
障
な
ど

の
水
準
向
上
が
重
要
と
な
る
」
と
、
地
域

建
設
産
業
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
訴

え
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
我
々
建
設
業
協
会

は
今
後
、
建
設
業
に
携
わ
る
誇
り
を
持

ち
、
本
格
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
中
心

と
し
た
社
会
基
盤
整
備
の
推
進
に
努
め
、

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
建
設
産
業
へ

の
再
生
と
活
性
化
に
向
け
た
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
一
日
も
早
く
建
設
産
業
に

明
る
さ
と
活
気
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
、
皆

さ
ん
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
清
水
丞
自
近
畿
地

方
整
備
局
副
局
長
、
山
下
晃
明
京
都
府
副

知
事
、
門
川
大
作
京
都
市
長
ら
が
訪
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
25
年
度
事
業
報
告
及
び
公

益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
、
26
年
度
事

業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
等
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
計
画
に
は
、「
国
及
び
地
方
公
共

団
体
に
社
会
資
本
整
備
の
積
極
的
か
つ
計

画
的
な
取
組
み
推
進
の
要
望
」
や
「
地
域

建
設
企
業
の
育
成
に
配
慮
し
た
入
札
制
度

改
革
」「
工
事
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ

Ｓ
Ｐ
）
の
活
用
促
進
と
調
査
研
究
」「
建

築
施
工
管
理
技
士
会
の
発
足
と
技
士
会
に

関
す
る
研
究
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。役

員
選
任
で
は
、
岡
野
会
長
の
再
任
を

は
じ
め
と
す
る
新
た
な
役
員
体
制
が
決
定

し
ま
し
た
。
副
会
長
は
田
中
俊
介
氏
（
㈱

田
中
工
務
店
）、
村
井
信
夫
氏
（
㈱
村
井

建
設
）、
玉
井
康
義
氏
（
玉
井
建
設
㈱
）、

堤
周
三
氏
（
堤
建
設
㈱
）
の
４
人
が
再
任
、

新
た
に
金
下
欣
司
氏
（
金
下
建
設
㈱
）
が

新
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
、
長
期
に
わ
た
り
建
設
業
に
従
事

し
、
業
界
の
発
展
や
経
営
の
合
理
化
、
技

術
向
上
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
功
労

者
を
表
彰
。
全
国
建
設
業
協
会
会
長
表
彰

13
名
、
京
建
協
会
長
表
彰
56
名
に
、
表
彰

状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
岡
野
会

長
は
「
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
建
設
業

の
発
展
や
後
輩
の
指
導
に
尽
力
し
て
ほ
し

い
」
と
そ
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

豪
雨
被
害
に
備
え
水
害
対
応
訓

練
を
実
施

─
─ 

災
害
発
生
時
の
対
応
力
の
強
化

を
図
る

₄

京
都
府
は
６
月
５
日
、
災
害
協
定
を
締

結
す
る
京
建
協
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
連

携
し
、
水
害
対
応
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
の
対
応
能
力
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
現
地
調
査
と
会
員
連

絡
体
制
を
確
認
す
る
た
め
に
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
。
京
都
府
と
市
町
村
、
府
警
、

消
防
機
関
、
関
係
団
体
約
40
機
関
の
約
１

６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。訓

練
は
、
府

内
広
範
囲
で
大

雨
と
な
り
、
河

川
が
増
水
。
土

砂
災
害
警
戒
情

報
が
発
表
さ

れ
、
警
戒
区
域

で
危
険
性
が
高



Open Forum No.261 ● 4

ま
る
中
、
さ
ら
に
大
雨
洪
水
警
報
が
発
表

さ
れ
た
と
の
想
定
で
進
行
し
ま
し
た
。

京
都
土
木
事
務
所
管
内
の
訓
練
で
は
、

集
中
豪
雨
に
よ
り
鴨
川
の
北
大
路
橋
上
流

右
岸
付
近
に
お
い
て
、
堤
防
法
面
が
崩
壊

し
た
と
想
定
。
京
建
協
京
都
支
部
に
対

し
、
現
地
調
査
と
応
急
復
旧
の
緊
急
要
請

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
京
都

支
部
は
京
都
建
設
会
館
内
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
（
午
前
９
時
）。
井
上
準
二
本

部
長
代
行
（
副
本
部
長
兼
任
）、
田
中
俊

介
副
本
部
長
、
村
井
孝
次
副
本
部
長
（
支

部
土
木
副
委
員
長
）、
絹
川
雅
則
副
本
部

長
（
支
部
建
築
委
員
長
）
に
よ
り
、
会
員

で
編
成
さ
れ
た
A
～
F
班
に
対
し
、
災
害

対
策
連
絡
網
で
本
部
の
設
置
お
よ
び
土
木

事
務
所
か
ら
の
指
示
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
調
査
は
、
現
場
付
近
の
津
田
甚
建

設
が
担
当
。
同
社
の
調
査
員
が
現
場
に
急

行
し
、
堤
防
法
面
の
崩
壊
に
つ
い
て
調

査
・
写
真
撮
影
を
行
い
、
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
を
受
け
、
土
木
事

務
所
よ
り
周
辺
の
立
入
禁
止
を
示
す
看
板

設
置
の
追
加
措
置
の
要
請
が
あ
り
、
伝
達

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
鴨
川
、
鴨
川
公
園
、
西
高
瀬
川

の
３
カ
所
に
つ
い
て
応
急
復
旧
が
要
請
さ

れ
、
対
応
業
者
と
し
て
増
田
組
、
今
井
組
、

田
中
工
務
店
の
３
社
を
指
定
。
土
木
事
務

所
に
対
し
、
会
社
名
と
現
場
責
任
者
名
の

報
告
が
行
わ
れ
、
訓
練
は
正
午
頃
に
終
了

し
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

建
設
業
の“
誇
り
”を
若
者
に
Ｐ
Ｒ

─
─�

建
設
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
漫
画

冊
子
を
発
行 5

建
設
業
に
お
け
る
若
手
の
人
材
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
京
建
協
は
建
設
業
界
の

魅
力
を
若
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
漫
画
冊
子
を
製

作
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
『
雨
の
ち
晴

れ
』。
建
設
業
の
“
誇
り
”
に
焦
点
を
当

て
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
各
関
係
者
か
ら
は

「
ぜ
ひ
若
者
に
読
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

物
語
の
主
人
公
は
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
。
居
酒
屋
で
友
人
と
飲
ん
で
い
る
と
、

そ
こ
に
建
設
業
の
男
た
ち
が
や
っ
て
き

て
、
些
細
な
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、

「
土
く
さ
い
服
で
バ
カ
騒
ぎ
」「
建
設
業
な

ん
て
デ
カ
い
音
を
立
て
て
い
る
だ
け
」
な

ど
と
罵
声
を
浴
び
せ
る
。
後
日
、
付
近
を

台
風
が
直
撃
し
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
の
被

害
が
予
想
さ
れ
る
中
、
主
人
公
が
川
の
様

子
を
見
に
行
く
と
、
居
酒
屋
で
遭
遇
し
た

建
設
業
の
男
た
ち
が
懸
命
に
復
旧
作
業
に

当
た
っ
て
い
る
姿
を
目
撃
す
る
─
─
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
。
モ
ノ
づ
く
り
で
は
な

く
、
一
般
の
人
た
ち
に
は
な
か
な
か
知
ら

れ
て
い
な
い
、
道
路
啓
開
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
地
域
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め

に
、
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

発
案
し
た
の
は
30
～
40
代
の
若
手
経
営

者
ら
で
つ
く
る
京
建
協
の
広
報
小
委
員

会
。
国
内
唯
一
の
マ
ン
ガ
学
部
を
持
ち
、

官
公
庁
や
企
業
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
漫
画
も
製
作

し
て
い
る
京
都
精
華
大
学
に
協
力
を
求

め
、
同
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
河
上
大
志

郎
さ
ん
が
執
筆
し
ま
し
た
。

執
筆
に
あ
た
り
、
河
上
さ
ん
は
現
場
取

材
を
敢
行
。
昨
年
９
月
に
は
、
台
風
18
号

で
増
水
し
、
復
旧
中
の
京
都
市
内
の
河
川

現
場
に
足
を
運
び
、
現
場
監
督
ら
の
生
の

声
を
取
材
し
ま
し
た
。「
こ
の
漫
画
を
読

ん
で
、
建
設
業
界
へ
の
理
解
が
少
し
で
も

進
め
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

総
務
省
発
表
の
「
労
働
力
調
査
」
に
よ

る
と
、
２
０
１
５
年
の
全
国
の
建
設
業
就

業
者
は
４
９
９
万
人
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
１

９
９
７
年
（
６
８
５
万
人
）
か
ら
は
約

27
％
の
減
少
。
29
歳
以
下
の
若
者
が
占
め

る
割
合
は
、
97
年
の
約
22
％
に
対
し
、
15

年
は
約
10
％
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
需
な
ど
に
よ
り
、

公
共
工
事
の
発
注
は
増
加
し
て
お
り
、
京

都
府
内
で
も
由
良
川
の
築
堤
工
事
、
京
都

縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
な
ど
、
回
復
の
兆

し
も
見
え
ま
す
が
、
労
働
者
が
不
足
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

漫
画
冊
子
は
Ａ
５
判
30
ペ
ー
ジ
。
興
味

の
あ
る
方
は
京
建
協
（
℡
０
７
５
・
２
３

１
・
４
１
６
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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雇用管理責任者を選任し
　　雇用改善の着実な推進を！

「建設労働者の雇用の改善等に関する法律」に明記さ
れた“雇用管理責任者”。その確実な選任と職務の遂行
は、建設事業場における雇用改善の進展を大きく左右し
ます。本稿では、雇用管理責任者が雇用改善に果たす役
割と、その具体的な職務内容について紹介します。

雇用改善推進における雇用管理責任者の重要性を再認
識していただければ幸いです。

雇用管理責任者の職務と役割
特集

1

人
的
依
存
度
の
高
い
建
設
業

建
設
業
は
受
注
産
業
と
い
う
特
殊
性
か

ら
、
弾
力
的
な
経
営
体
制
を
維
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ
、

重
層
に
よ
る
下
請
制
度
が
根
付
い
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
古
く
か
ら
の
慣
習
と
し

て
労
働
者
を
〝
請
負
〟
と
い
う
概
念
の
中

に
組
み
込
ん
で
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、

労
働
者
一
人
ひ
と
り
と
労
働
契
約
を
結
ん

で
使
用
す
る
と
い
う
雇
用
形
態
に
は
な
じ

み
に
く
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
業
は
全
産
業
の
就
業
者
の

１
割
を
占
め
る
巨
大
産
業
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
内
情
は
中
小
零
細
企
業
の
割
合

が
圧
倒
的
に
多
く
、
生
産
面
に
お
い
て

「
臨
時
」
や
「
日
雇
い
」
と
い
っ
た
労
働

者
へ
の
依
存
度
が
他
産
業
に
比
べ
非
常
に

高
く
、
機
械
化
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
人

的
な
労
働
力
の
供
給
な
く
し
て
は
成
り
立

た
な
い
産
業
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
雇
用
改
善
法
の
制
定

こ
う
し
た
特
殊
性
を
持
つ
建
設
業
に
お

け
る
雇
用
環
境
は
、
他
産
業
に
比
べ
て
大

き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
昭

和
51
年
10
月
、
建
設
業
の
雇
用
環
境
の
改

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
建
設
労
働
者

の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
建
設
雇
用
改
善
法
」
と
い
い
ま
す
。）」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
制
定
の
背
景
に
は
、
当
時
の

建
設
業
に
お
け
る
末
端
労
働
者
の
不
明
確

で
不
安
定
な
雇
用
関
係
や
賃
金
不
払
、
労

働
災
害
の
多
発
、
福
祉
の
立
ち
遅
れ
な
ど

改
善
す
べ
き
点
が
山
ほ
ど
あ
り
、
こ
れ
ら

問
題
点
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
と
さ
れ
て
い
た
な
ど
の
事
情
が
あ
り
ま

す
。雇

用
管
理
責
任
者
制
度
の
設
置

建
設
雇
用
改
善
法
の
内
容
は
、
大
き
く

①
建
設
雇
用
改
善
計
画
の
策
定

②
建
設
労
働
者
に
係
る
雇
用
管
理
の
改
善

を
図
る
た
め
の
措
置

③
建
設
労
働
者
の
技
能
の
向
上
お
よ
び
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業

│
│
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
本
稿
で
は
②
の
建
設
労
働
者
に
係
る

雇
用
管
理
の
改
善
を
図
る
た
め
の
措
置
に

関
す
る
事
項
の
み
に
触
れ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
雇
用
管
理
の
改
善
を
図
る
た

め
の
措
置
の
中
に
は
「
雇
用
管
理
責
任
者

の
選
任
」「
建
設
労
働
者
の
募
集
に
関
す

る
届
出
」「
雇
入
通
知
書
の
発
行
」「
関
係

請
負
人
に
係
る
書
類
の
備
付
」
な
ど
の
義

務
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
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〝
雇
用
管
理
責
任
者
の
選
任
〟
は
、
と
り

わ
け
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

雇
用
管
理
責
任
者
は
、
企
業
に
お
け
る

雇
用
管
理
に
関
す
る
事
項
の
処
理
に
携
わ

る
こ
と
を
主
な
任
務
と
し
、
建
設
労
働
者

の
雇
用
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
、
労
働

者
の
募
集
か
ら
退
職
に
至
る
ま
で
の
す
べ

て
の
段
階
で
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
る
よ

う
雇
用
管
理
面
に
つ
い
て
適
正
な
管
理
を

行
う
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
管
理
責
任
者
の
選
任
が
必

要
な
事
業
場

雇
用
管
理
責
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
建
設
労
働
者
を
使
用
し

て
行
う
建
設
業
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
労
働
基
準
法
で
労
働
者
名
簿
や
賃
金
台

帳
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
単
位
の
事
業
場
と
同
一
の
も
の
で

す
。労

働
基
準
法
で
は
、
賃
金
台
帳
や
労
働

者
名
簿
の
備
付
け
を
義
務
づ
け
て
い
る
事

業
場
の
基
準
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
通
常
、
企
業
全
体
か
ら
み
て

本
店
、
支
店
・
営
業
所
、
工
場
な
ど
、
営

利
・
非
営
利
を
問
わ
ず
反
復
し
て
継
続
的

に
業
と
し
て
行
わ
れ
る
事
業
活
動
の
拠
点

が
、
事
業
場
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
業
の
事
業
場
に
つ
い
て

図１　雇用管理責任者の選任の単位

は
、
厚
生
労
働
省
の
通
達
に
よ
り
「
現
場

事
務
所
が
あ
っ
て
、
当
該
現
場
に
お
い
て

労
務
管
理
が
一
体
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

場
合
を
除
き
、
直
近
上
位
の
機
構
に
一
括

し
て
適
用
す
る
こ
と
（
平
成
11
年
３
月
31

日
・
基
発
第
１
６
８
号
）」
と
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
建
設
の
事
業
場
で
あ
っ
て
も

労
働
者
の
雇
用
管
理
や
賃
金
管
理
が
直
接

行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
実
際
に
賃
金

管
理
や
雇
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
直
近
上

位
の
支
店
、
営
業
所
、
工
場
ま
た
は
本
店

が
雇
用
管
理
責
任
者
を
配
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
場
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
（
図
１
参
照
）。

雇
用
管
理
責
任
者
に
な
る
た
め

の
条
件

雇
用
管
理
責
任
者
に
な
る
た
め
の
資
格

に
つ
い
て
の
法
令
上
の
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
雇
用
管
理
責
任
者
の
役
割

が
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
管
理
に
つ
い
て

責
任
を
持
つ
と
い
う
性
格
か
ら
、
企
業
内

に
お
い
て
、
あ
る
程
度
の
地
位
に
あ
る
者

の
選
任
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
労
務
課
長
、
現
場
事
務
所
長
な

ど
で
あ
っ
て
、
雇
用
管
理
に
関
す
る
相
当

の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
な
ど
で
す
。

ま
た
、
小
規
模
な
企
業
に
お
い
て
は
、

事
業
主
ま
た
は
事
業
主
に
次
ぎ
経
営
に
携

わ
る
者
自
ら
が
雇
用
管
理
責
任
者
と
し
て

の
職
務
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

建　　設　　現　　場

Ａ Ｂ

雇用管理責任者 雇用管理責任者

（事業場）

雇用管理

（事業場）

雇用管理労
働
者

労
働
者

支

　

 

店

事
務
所

本

　

 

社

本

　

 

社
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て
い
ま
す
。

労
働
者
へ
の
周
知
と
知
識
の

取
得

建
設
雇
用
改
善
法
で
は
、
労
働
者
を
雇

用
し
て
行
う
建
設
業
の
事
業
主
に
対
し

て
、
雇
用
管
理
責
任
者
の
選
任
を
は
じ
め

い
く
つ
か
の
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
を
図

る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
事
項
を
事
業

主
の
義
務
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的

な
雇
用
管
理
体
制
を
確
立
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

ま
た
、
同
法
で
は
雇
用
管
理
責
任
者
を

選
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
を
職

場
に
掲
示
し
、
あ
る
い
は
選
任
し
た
こ
と

を
文
書
で
知
ら
せ
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り

労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
雇
用
管
理
責
任
者
が
自
ら
の
職

務
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
管
理
に

関
し
、
よ
り
高
度
な
知
識
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
建
設
雇
用
改
善
法
で
は

「
事
業
主
は
、
雇
用
管
理
責
任
者
に
つ
い

て
、
必
要
な
研
修
を
受
け
さ
せ
る
等
雇
用

管
理
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
た
め
の

知
識
の
習
得
お
よ
び
向
上
を
図
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
雇
用
管
理
責
任
者

に
は
、
雇
用
管
理
研
修
等
を
受
講
さ
せ
る

な
ど
の
配
慮
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置

表
１
に
掲
げ
る
事
項
は
、
建
設
雇
用
改

善
法
の
定
め
に
よ
り
事
業
主
が
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
雇
用
管
理
に
関
す
る
直
接

的
な
こ
と
が
ら
で
す
。

雇
用
管
理
責
任
者
の
職
務

建
設
雇
用
改
善
法
で
は
、
労
働
者
を
使

用
し
て
建
設
の
事
業
を
行
う
事
業
主
は
、

事
業
所
ご
と
に
雇
用
管
理
責
任
者
を
選
任

し
て
、
次
の
①
～
⑤
の
事
項
を
管
理
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

①
建
設
労
働
者
の
募
集
、
雇
入
れ
お
よ
び

配
置
に
関
す
る
こ
と

②
建
設
労
働
者
の
技
能
の
向
上
に
関
す
る

こ
と

③
建
設
労
働
者
の
職
業
生
活
上
の
環
境
整

備
に
関
す
る
こ
と

④
労
働
者
名
簿
お
よ
び
賃
金
台
帳
に
関
す

る
こ
と

⑤
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
お
よ
び
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
そ
の
他
建
設
労
働

者
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
が
雇
用
管
理
責
任
者

の
職
務
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
内
容
を
建
設
雇
用
改
善
法
制
定
の

趣
旨
や
同
法
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
た
建

設
雇
用
改
善
計
画
等
に
照
ら
し
て
整
理
し

て
み
る
と
、
雇
用
管
理
責
任
者
が
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
数
多
く
存

在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
事
業
主
の
義
務
と
さ
れ
る

「
建
設
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
届
出
」

「
雇
入
通
知
書
の
発
行
」「
関
係
請
負
人
の

書
類
の
備
付
」
な
ど
も
雇
用
管
理
責
任
者

の
職
務
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
労

働
者
を
雇
入
れ
る
際
の
契
約
（
雇
入
通
知

書
）
の
内
容
に
含
ま
れ
る
「
契
約
期
間
、

就
業
の
場
所
、
従
事
す
べ
き
業
務
の
内

容
、
始
業
・
終
業
、
休
憩
、
休
日
、
休
暇
、

賃
金
、
退
職
に
関
す
る
事
項
」
な
ど
も
雇

用
管
理
責
任
者
の
職
務
の
一
部
と
考
え
る

べ
き
で
し
ょ
う
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
表
２
（
９

ペ
ー
ジ
）
に
、
雇
用
管
理
責
任
者
が
行
う

べ
き
直
接
的
な
職
務
と
し
て
重
要
と
思
わ

れ
る
も
の
を
掲
げ
て
み
ま
し
た
。
雇
用
管

理
責
任
者
は
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
書

類
の
作
成
、
届
出
、
保
存
等
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
そ
の
管

理
に
当
た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
を
管
理
す
る
こ
と
の
意
味

会
社
が
事
業
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に

は
、
法
令
上
当
然
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
届
出
、
報
告
、
提
出
や
書
類
の
作
成
、

保
管
、
保
存
義
務
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
雇

用
管
理
責
任
者
の
職
務
は
こ
れ
ら
の
事
項

を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
で
す
。

雇
用
を
〝
管
理
す
る
〟
と
は
、
必
ず
し

も
雇
用
管
理
責
任
者
自
ら
が
先
頭
に
立
っ

て
労
働
者
の
募
集
や
採
用
を
行
い
、
あ
る

い
は
労
働
者
名
簿
の
作
成
や
賃
金
台
帳
へ

の
記
帳
な
ど
の
実
務
的
な
事
務
に
従
事
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
雇
用
を
管
理
す
る
こ
と
の
真
の
目

的
は
、
建
設
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
雇
用
管
理
上
の
不
備
や
問
題
点
を

洗
い
出
し
、
こ
れ
ら
の
事
項
が
適
正
に
管

理
さ
れ
る
よ
う
責
任
を
も
っ
て
改
善
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

法
令
が
的
確
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
は
、
企
業
体
質
を
判
断
す
る
上
で
の
重

要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

企
業
経
営
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
・
企
業
倫
理
）

の
問
題
に
企
業
が
ど
れ
だ
け
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
雇
用
管

理
責
任
者
が
自
ら
の
職
務
に
い
か
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
も

通
じ
ま
す
の
で
、
雇
用
管
理
責
任
者
は
雇

用
を
管
理
す
る
こ
と
の
意
味
を
十
分
に
理

解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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表１　事業主が講ずべき措置

事業主の責務 講ずべき措置

１．�雇用管理責任者の選任・
周知・知識の取得義務

（１）�雇用管理責任者を選任して事業所において処理
すべき事項を管理させなければならない。

（２）�雇用管理責任者を選任したことを労働者に周知
させるよう努めなければならない。

（３）�雇用管理責任者には研修を受講させる等知識の
習得・向上に努めなければならない。

２．�建設労働者の募集に関す
る届出義務

　次の区域において、建設労働者を文書募集以外の方
法により、事業主がその被用者をして募集させようと
するときは、「建設労働者募集届」を所轄公共職業安
定所長に提出し、「建設労働者募集従事者証」の交付
を受け、これを携行しなければ募集を行うことができ
ない。

都道府県 区　　域
東 京 都 新宿区

台東区
江東区
荒川区

神奈川県 横浜市中区
愛 知 県 名古屋市中村区
大 阪 府 大阪市西成区
兵 庫 県 尼崎市

３．雇入通知書の発行義務 　建設労働者を雇入れたときは、当該労働者に対して
速やかに、事業主の氏名、所在地、雇用期間、従事す
べき業務内容等を明らかにした書面（雇入通知書）を
交付しなければならない。

４．�関係請負人に係る書類の
備付義務

　元方事業主は、一つの場所において行う工事におい
て、関係請負人の労働者の数が常時50人以上となると
きは、関係請負人ごとにその氏名又は名称、建設労働
者を従事させようとする期間、雇用管理責任者の氏名
等を明らかにした書面を備付なければならない。
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表２　雇用管理責任者が行うべき職務

No 雇用管理責任者が管理すべき事項 根拠条文

1 労働者の募集に関する届出 建労法第６条

2 労働条件の明示（雇入通知書の交付） 建労法第７条

3 関係請負人に関する書類の備付 建労法第８条

4 年少者の年齢証明書の備付け（18歳未満者） 労基法第57条

5 労働時間の管理（始業、終業、休憩） 労基法第32条

6 労働時間の管理（休憩） 労基法第34条

7 時間外労働・休日労働に関する協定届 労基法第36条

8 休日の管理 労基法第35条

9 年次有給休暇 労基法第39条

10 賃金の支払い 労基法第24条

11 賃金台帳の作成・保存 労基法第109条

12 労働者名簿の作成・保存 労基法第109条

13
退職に関する事項（解雇、解雇制限、解雇の予告、

退職時の証明、解雇、退職に関する書類の保存）
労基法第18条の2〜22条

14 建設業付属寄宿設置届 労基法96条２

15 寄宿舎規則届 労基法95条

16 事業場外労働に関する協定届 労基法38条２

17 就業規則届（作成・変更） 労基法89条

18 雇用保険被保険者資格取得届 雇用保険法７条

19 健康保険・厚生年金被保険者資格取得届 健保法48条・厚年法27条

20 労働者死傷病報告 安衛則97条

21 建設業退職金共済契約申込書・手帳申込 中退則69条

22 定期健康診断結果報告書 安衛則52条

23 高年齢者雇用状況報告書 高年法52条

24 源泉徴収に関する書類 所得税法則63条

25 請負契約に関する帳簿 建設業法40条の３

（注）�建労法…建設労働者の雇用の改善等に関する法律／労基法…労働基準法／安衛則…労働安全衛生規則�
健保法…健康保険法／厚年法…厚生年金保険法／中退則…中小企業退職金共済法施行規則�
高年法…高年齢者雇用安定法／所得税法則…所得税法施行規則



Open Forum No.261 ● 10

指示はわかりやすく明確に
パトロールでは声をかけよう！

職長に求められる指導力と安全衛生知識
特集

2

職
長
の
職
務

職
長
は
現
場
の
第
一
線
の
〝
要
〟
と
し

て
、
社
長
の
代
理
者
と
し
て
元
請
と
十
分

に
連
絡
調
整
を
行
い
な
が
ら
、「
安
全
管

理
」「
原
価
管
理
」「
品
質
管
理
」「
工
程

管
理
」
な
ど
の
多
く
の
職
務
を
遂
行
す
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

安
全
に
関
す
る
職
務
に
つ
い
て
は
、
労

働
安
全
衛
生
法
で
は
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
事
業
者
は
、
新
た
に
職
務

に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
職
長
や
、
そ
の
他

の
労
働
者
を
直
接
指
導
ま
た
は
監
督
す
る

者
に
対
し
て
、
法
で
定
め
る
職
長
等
の
教

育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
長
は「
安
全
衛
生
責
任
者
」を

兼
務
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、「
職
長
・
安

全
衛
生
責
任
者
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

職
長
の
主
な
職
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
作
業
方
法
の
決
定
及
び
労
働
者
の
配
置

②
作
業
進
行
状
況
の
監
視
と
指
導

③
作
業
設
備
及
び
作
業
場
所
の
点
検
、
保

守
管
理

④
異
常
時
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
措
置

⑤
作
業
者
の
安
全
意
識
の
高
揚

⑥
作
業
方
法
の
改
善

⑦
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
の
実
施

⑧
そ
の
他
現
場
監
督
者
と
し
て
行
う
べ
き

労
働
災
害
防
止
活
動
に
関
す
る
こ
と

統
括
安
全
衛
生
管
理
体
制
︵
混
在

作
業
に
お
け
る
統
括
管
理
上
の
問

題
点
︶

事
業
者
は
、
原
則
と
し
て
自
社
の
作
業

員
の
安
全
衛
生
管
理
を
行
え
ば
よ
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
建
設
業
や

造
船
業
で
は
、
元
請
や
下
請
業
者
な
ど
複

数
の
事
業
者
が
同
一
の
場
所
に
お
い
て
混

在
し
て
作
業
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が

一
般
的
で
す
。

こ
の
た
め
、
複
数
の
事
業
者
の
作
業
員

が
同
一
の
場
所
で
混
在
し
て
作
業
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
る
労
働
災
害
を
防
止
す

る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
一
連
の
合
理
的
、

組
織
的
な
安
全
衛
生
管
理
が
「
統
括
管

理
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
（
図

１
）。な

お
、
統
括
管
理
上
の
問
題
点
と
し
て

は
、
混
在
作
業
で
あ
る
た
め
に
、
指
示
・

命
令
、
合
図
、
他
社
へ
の
連
絡
、
機
械
・

設
備
等
の
維
持
管
理
な
ど
に
お
い
て
問
題

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
を
明
確

に
す
る
こ
と
や
、
作
業
間
の
連
絡
調
整
を

行
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

事
業
者
・
関
係
請
負
人
の
責
任

事
業
者
と
は
「
事
業
を
行
う
者
で
、
労

働
者
を
使
う
者
」
と
言
わ
れ
、
一
般
的
に

建設業における労働災害による死亡者数は、全産業の
およそ33％と最も多くなっています。こうした現状を
踏まえ、これまでもさまざまな安全衛生対策が講じられ
てきていますが、複数の業者が混在して作業を行う現場
では、第一線の“要”である職長の果たす役割はとりわ
け大きいといえます。安全衛生水準の向上は、雇用改善
のテーマのひとつ。そこで今号の特集では、職長にとっ
て必要な指導法や安全衛生知識を紹介します。
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は
社
長
を
指
し
ま
す
。

個
々
の
作
業
所
で
は
、
職
長
が
事
業
者

か
ら
委
譲
さ
れ
た
権
限
の
範
囲
で
、
事
業

者
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
事
業
者
の
講

ず
べ
き
措
置
と
し
て
、
主
に
以
下
の
よ
う

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
作
業
主
任
者
の
選
任
等
事
業
者
の
講
ず

べ
き
措
置
（
第
14
条
）

●
危
険
又
は
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
（
第
20
条
～
25
条
の
２
）

●
安
全
衛
生
教
育
（
第
59
条
）

●
職
長
教
育
（
第
60
条
）

●
就
業
制
限
（
第
61
条
）

な
お
、
職
長
が
違
反
行
為
者
と
し
て
処

罰
さ
れ
た
場
合
に
は
、
同
時
に
法
人
（
会

社
）
が
処
罰
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
両
罰
規
定
）。

作
業
員
に
対
す
る
指
導
・
教
育
方
法

指
導
や
教
育
は
、「
教
え
る
」
こ
と
と

「
経
験
さ
せ
る
」
こ
と
か
ら
成
り
立
っ
て

お
り
、
そ
の
目
的
は
作
業
員
に
対
し
、
教

え
た
事
柄
を
作
業
の
中
で
実
践
さ
せ
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
が
、「
教
え
る
」
と
「
経

験
さ
せ
る
」
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
の
後
に

「
育
て
る
」
と
い
う
段
階
が
あ
り
、
初
め

て
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
図
２
）。

﹁
指
導
及
び
教
育
の
６
原
則
﹂

１
．
相
手
を
中
心
に

相
手
の
能
力
に
応
じ
た
教
育
を
進

め
、
初
め
て
聞
く
事
柄
も
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
に

２
．
自
ら
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に

あ
ま
り
押
し
付
け
的
な
考
え
で
な

く
、
時
に
は
相
手
に
考
え
さ
せ
る
な
ど

ヤ
ル
気
、
意
欲
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
話

を
進
め
る

図１　下請け混在現場（工事現場）における安全衛生管理体制図（例）

育てる

教える 経験させる

目的に対して必要な知識を
教える

作業方法、手順、急所を
実践により教える

教えたことを身につけ、
身がまえさせる

漓知識教育

滷技能教育
澆態度教育

図２　「教える」・「経験させる」のステップ

統括安全衛生責任者
（作業所長）

安全衛生責任者
（職長）

安全衛生責任者
（職長）

作業主任者等
（危険有害業務
の有資格者）

作業員

安全衛生責任者
（職長）

作業主任者等
（危険有害業務
の有資格者）

作業員

安全衛生責任者
（職長）

安全衛生責任者
（職長）

作業主任者等
（危険有害業務
の有資格者）

作業員

安全衛生協議会

元方安全衛生管理者
（工事主任）

（第15条）

（第15条の2）

（第30条）

（第14条）

元

　
　
　請

下

　請

孫

　
　
　請

（
第
16
条
）

（　）内は労働安全衛生法条文
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３
．
や
さ
し
い
こ
と
か
ら
、
難
し
い
こ
と
へ

相
手
が
理
解
し
、
習
得
で
き
る
程
度

に
合
わ
せ
、
教
え
る
内
容
を
少
し
ず
つ

高
め
る
。
ま
た
、
な
ぜ
そ
れ
が
急
所
な

の
か
理
由
を
の
み
こ
ま
せ
る

４
．
一
時
に
一
事
を

一
回
に
一
つ
の
こ
と
を
教
え
て
い
く

と
、
理
解
や
習
得
が
容
易
に
な
り
、
ま

た
、
的
確
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

５
．
反
復
し
て

何
回
も
根
気
よ
く
言
っ
て
聞
か
せ
た

り
、
や
っ
て
見
せ
た
り
、
や
ら
せ
た
り

す
る
こ
と
が
大
切

６
．
身
近
な
災
害
事
例
や
改
善
事
例
を
引

用
し
て
、
強
い
印
象
を
与
え
る
よ
う
に

す
る
。
失
敗
談
も
効
果
的
。
実
物
を
見

せ
た
り
、
体
験
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も

良
い

教
え
方
の
４
段
階
法

職
長
が
効
果
的
な
指
導
や
教
育
を
行
う

た
め
に
は
、
作
業
員
の
立
場
に
立
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
や
さ
し
い
こ
と
か
ら
だ
ん

だ
ん
難
し
い
こ
と
へ
、
知
識
や
技
能
、
態

度
を
教
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
指
導
や
教
育
方
法
は
、
知
識
や

技
能
、
態
度
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す

が
、
技
能
教
育
に
多
く
用
い
ら
れ
る
方
法

は
図
３
の
と
お
り
で
す
。

作
業
中
の
監
督
・
指
示
の
方
法

職
長
は
担
当
す
る
作
業
を
安
全
か
つ
効

率
よ
く
、
工
期
ま
で
に
完
成
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
は
作
業
の

段
取
り
を
行
い
、
作
業
中
に
は
常
に
作
業

設
備
や
機
械
を
安
全
な
状
態
に
保
つ
と
と

も
に
、
作
業
員
が
作
業
手
順
や
基
本
ル
ー

ル
を
守
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
不
適
切
な
作
業
を
し
て
い
る

と
き
は
、
す
ぐ
に
是
正
す
る
よ
う
監
督
・

指
示
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
．
明
確
に

指
示
者
自
身
が
内
容
を
理
解
し
て
、

具
体
的
で
明
確
に

２
．
分
か
り
や
す
く

紛
ら
わ
し
い
言
い
回
し
や
、
間
違
え

や
す
い
難
し
い
言
葉
は
や
め
る
（
ア
ー

ス
を
取
れ
│
│
は
ず
す
の
か
、
取
り
付

け
る
の
か
）

３
．
急
所
を
忘
れ
ず

急
所
と
は
「
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
」「
楽
に
で
き
る
間
や
コ

ツ
」
で
あ
る

４
．
理
由
を
話
し
て

必
要
性
、
重
要
性
、
緊
急
性
な
ど
を

説
明
し
、
相
手
の
理
解
を
助
け
る

５
．
納
得
し
て
い
る
か
確
か
め
て

相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
指
示
を
す
る

作
業
員
の
適
正
配
置

適
正
配
置
と
は
作
業
を
安
全
に
効
率
よ

く
、
計
画
ど
お
り
進
め
、
完
成
さ
せ
る
た

め
に
作
業
の
特
性
を
考
え
、
作
業
内
容
に

適
合
す
る
作
業
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
す

（
表
１
、
表
２
）。

こ
の
た
め
職
長
は
日
ご
ろ
か
ら
以
下
の

事
項
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

１
．
作
業
員
と
常
に
意
思
疎
通
を
図
り
、

適
性
を
掴
ん
で
お
く

２
．
仕
事
の
内
容
を
掴
ん
で
、
作
業
に

合
っ
た
人
を
当
て
る

３
．
作
業
前
に
作
業
員
個
人
の
健
康
状

態
、
疲
労
の
程
度
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

第
1
段
階

習う準備をさせる手順手順

教育方法のポイント教育方法のポイント教育方法のポイント

●教育のねらいを明確にし、動機づけをする。
●教育内容の重点を話す。

第
2
段
階

説明し、やって見せる手順手順

教育方法のポイント教育方法のポイント教育方法のポイント

●作業手順の主な流れを一つずつ言い聞かせ、
やってみせる。

●急所、ポイントを強調する。

第
3
段
階

やらせてみる手順手順

教育方法のポイント教育方法のポイント教育方法のポイント

●主な手順と急所を言わせる。
●間違えたらもう一度やらせる。
●良くできたらほめる。
●わかったら確認する。

第
4
段
階

教えた後を見る手順手順

教育方法のポイント教育方法のポイント教育方法のポイント

●たびたび様子を見て調べる。
●不明な点は質問させる。
●徐々に指導を減らす。

図３　仕事の教え方の4段階法
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て
お
く

４
．
日
常
、
部
下
を
教
育
訓
練
し
必
要
な

資
格
を
取
ら
せ
る
な
ど
、
能
力
を
高
め

て
お
く

５
．
危
険
・
有
害
業
務
に
つ
い
て
は
必
ず

有
資
格
者
を
配
置
す
る

６
．
女
性
や
年
少
者
な
ら
び
に
高
年
齢
作

業
員
は
適
切
な
配
置
を
す
る

作
業
に
必
要
な
資
格
と
安
全
衛
生

教
育
の
種
類

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
労
働
災
害
防

止
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
設
備
の
面
か

ら
の
規
制
の
ほ
か
に
危
険
･
有
害
業
務
に

対
す
る
作
業
者
の
就
業
制
限
等
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
免
許

つ
り
上
げ
荷
重
が
５
ト
ン
以
上
の
ク

レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
及
び
デ
リ
ッ

ク
の
運
転
の
業
務
、
発
破
の
業
務
、
潜
水

の
業
務
等

●
技
能
講
習

つ
り
上
げ
荷
重
が
１
ト
ン
以
上
５
ト
ン

未
満
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
業

務
、
最
大
荷
重
が
１
ト
ン
以
上
の
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
運
転
の
業
務
、
機
体
重
量
が

３
ト
ン
以
上
の
建
設
機
械
（
整
地
・
運

搬
・
積
込
み
用
機
械
等
）
で
動
力
を
用
い

か
つ
不
特
定
の
場
所
に
自
走
で
き
る
も
の

の
運
転
の
業
務
、
作
業
床
の
高
さ
が
10

（１）作業員の適性をつかむ
①　作業についての知識・経験（年齢）の程度
②　免許、技能講習、特別教育などの受講の有無
③　技能の程度
④　性格、作業態度
⑤　体力、健康状態
⑥　共同作業での相性、協調

（２）作業内容をつかむ
①　毎日やっている慣れた作業か
②　危険有害作業か
③　法的資格の必要な作業か
④　単独作業か、共同作業か
⑤　肉体的に重労働か
⑥　同一スペースの継続作業か

対象者 理由と条件 対策 法条文

◉危険有害業務 免許・技能講習、特別教育 法定資格の取得促進 安衛法59・61条

・高年齢作業員
運動能力の低下
疲労回復力の低下

軽労働または
指導的作業

安衛法61条ほか

・若年作業員 知識不足、技能未熟 教育訓練する

・女性、年少者
法により保護されている（就業
制限）

作業時間、内容を考慮 労基法61条ほか

・季節労働者
中高年者多く、知識技能ともに
未熟者多い

指導者をつける
作業内容を考える

・アルバイト 経験不足 危険作業はさける

・健康障害者 特に心臓、腎臓、肺等の疾病 作業時間、内容を考慮 安衛法68・69条

・健康要注意者 特に高血圧、低血圧
高所作業はさける
健診

安衛法66条

・�災害を起こしやすい者

新規雇入れ者・配転者 法定教育 安衛法59条

過去に災害を起こした者
相談にのる
配置転換
医師の診断を仰ぐ

精神的に不安定（悩み、不満）
な者

身体の調子のすぐれない者

（注）安衛法…労働安全衛生法／労基法…労働基準法

表２　監督上の配慮

表１　作業員の適性および作業条件等をつかむ
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メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
所
作
業
車
の
運
転
の

業
務
、
つ
り
上
げ
荷
重
１
ト
ン
以
上
の
ク

レ
ー
ン
・
移
動
式
ク
レ
ー
ン
も
し
く
は
デ

リ
ッ
ク
の
玉
掛
け
業
務
等

●
作
業
主
任
者

地
山
の
掘
削
、
土
止
め
支
保
工
、
足
場
、

建
築
物
等
の
鉄
骨
の
組
み
立
て
等
、
型
枠

支
保
工
の
組
み
立
て
等
、
第
一
種
・
第
二

種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
、
石
綿
、
ず
い
道

等
の
掘
削
等
、
ず
い
道
等
の
覆
工
作
業

●
特
別
教
育

事
業
者
は
危
険
又
は
有
害
業
務
に
労
働

者
を
就
か
せ
る
と
き
は
、
安
全
又
は
衛
生

の
た
め
の
特
別
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
詳
細
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
36

条
）

●
職
長
教
育

職
長
、
作
業
長
、
班
長
等
の
名
称
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
新
た
に
職
務
に
就
く
こ
と
に

な
っ
た
、
職
長
、
そ
の
他
の
作
業
中
の
労

働
者
を
直
接
指
導
又
は
監
督
す
る
も
の
に

対
し
て
の
教
育

●
新
規
採
用
時
、
作
業
内
容
変
更
時
の
教

育労
働
者
の
雇
い
入
れ
時
、
配
置
換
え
時

又
作
業
変
更
時
に
国
で
定
め
た
安
全
又
は

衛
生
の
教
育
を
行
う

安
全
施
工
サ
イ
ク
ル

作
業
所
で
は
毎
日
・
毎
週
・
毎
月
実
施

図４　安全施工サイクル
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危険予知活動 リスクアセスメント

1ラウンド：

　どんな危険が潜んでいるか

ステップ1：

　危険性又は有害性の洗出し

2ラウンド：

　これが危険のポイントだ

ステップ2：

　危険性又は有害性の見積りおよび評価

3ラウンド：

　あなたならどうする ステップ3：

　危険性又は有害性の防止対策4ラウンド：

　私たちはこうする

図５　安全一声（ひとこえ）運動

表３　危険予知活動とリスクアセスメント

す
べ
き
事
項
を
、
元
請
と
協
力
業
者
が
役

割
を
定
め
、
安
全
活
動
を
定
型
化
し
て
習

慣
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
安

全
施
工
サ
イ
ク
ル
と
い
い
ま
す
（
図
４
）。

元
請
依
存
型
か
ら
専
門
工
事
業
者
の
自

主
管
理
型
へ
の
安
全
管
理
の
転
換
を
図
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。

主
な
安
全
活
動

●
危
険
予
知
活
動
（
Ｋ
Ｙ
Ｋ
）

現
場
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で
、
作
業
や
設

備
、
環
境
を
見
な
が
ら
作
業
の
中
に
潜
む

危
険
要
因
の
摘
出
と
対
策
を
話
し
合
い
、

対
策
を
実
施
し
て
い
く
活
動
で
あ
る
。
そ

の
効
果
は
危
険
へ
の
感
受
性
を
高
め
、
集

中
力
や
解
決
意
欲
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
作
業
を
安
全
に
遂
行
す
る
能
力
を
高

め
る
効
果
が
あ
る
。

最
近
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
危
険

性
、
又
は
有
害
性
等
の
調
査
）
の
考
え
方

を
準
用
し
て
Ｋ
Ｙ
活
動
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
（
表
３
）。

●
安
全
ひ
と
こ
え
運
動

安
全
ひ
と
こ
え
運
動
は
、
作
業
中
に
危

な
い
行
動
や
間
違
っ
た
行
動
を
行
っ
た
と

き
に
、
お
互
い
に
注
意
し
合
っ
て
、
声
を

か
け
な
が
ら
、
不
安
全
行
動
に
よ
る
災

害
・
事
故
を
な
く
す
も
の
で
あ
る
。
仲
間

を
思
い
や
る
暖
か
い
気
持
ち
と
、
感
謝
の

気
持
ち
が
醸
成
さ
れ
る
（
図
５
）。

●
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
運
動

元
請
と
専
門
工
事
業
者
全
員
が
参
加
し

て
、
現
場
で
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」
し
た

事
例
を
集
め
、
こ
れ
を
分
析
し
、
現
場

ル
ー
ル
や
作
業
手
順
や
作
業
設
備
な
ど
の

改
善
を
図
り
、
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
す
運
動

で
あ
る
。

災
害
発
生
時
の
措
置
と
労
災
隠
し

の
禁
止

労
働
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
措
置

は
、
災
害
の
種
類
や
規
模
等
に
よ
っ
て
多

少
異
な
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
元
請
の

所
長
が
中
心
と
な
り
、
協
力
業
者
の
社
長

や
職
長
が
参
加
し
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。災

害
が
発
生
し
た
時
、
職
長
に
は
被
災

者
の
救
護
を
は
じ
め
、
そ
れ
に
続
く
緊
急

措
置
や
対
応
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、

速
や
か
に
災
害
状
況
の
把
握
、
災
害
調

査
、
原
因
分
析
、
再
発
防
止
対
策
の
確
立

な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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臓
脂
肪
型
肥
満
が
問
題
で
す
。
そ
し
て
、
肥
満

を
予
防
し
、
な
お
か
つ
糖
尿
病
に
も
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
食
事
・
運
動
の
２
つ
が
基
本
で
す
。

ま
ず
、
食
事
は
標
準
体
重
を
基
準
に
、
食
べ

過
ぎ
な
い
よ
う
に
心
が
け
、
さ
ら
に
余
分
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
摂
取
に
つ
な
が
る
間
食
や
過
度
な
飲

酒
、
脂
肪
分
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
甘
い
お
菓
子
や
清
涼
飲
料
水
、
果
物
な
ど

の
間
食
は
、
血
糖
値
を
急
上
昇
さ
せ
ま
す
。
す

る
と
血
糖
値
が
十
分
下
が
ら
な
い
ま
ま
、
食
事

の
時
間
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
血
糖
値
が
高

い
状
態
が
続
い
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
が
糖
尿

病
の
発
症
に
つ
な
が
る

の
で
す
。
ま
た
、
1
日

３
回
、
規
則
正
し
く
、

ゆ
っ
く
り
、
よ
く
噛
ん

糖
尿
病
予
防
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ま
ず
肥
満

予
防
で
す
。
特
に
お
腹
周
り
が
大
き
く
な
る
内

日
本
の
糖
尿
病
患
者
は
、
こ
の
50
年
間
に
50

倍
に
も
増
え
ま
し
た
。
で
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に

糖
尿
病
が
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
著
し

い
増
加
の
背
景
に
は
、
脂
肪
摂
取
量
の
増
加
や

運
動
不
足
な
ど
、
生
活
環
境
の
変
化
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
遺
伝
の

問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
発
症
す
る
か
ど

う
か
は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
関
係
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
分
は
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
タ
イ

プ
か
ど
う
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
も
し
自
分
が
糖
尿
病
に
か
か
り
や
す

い
タ
イ
プ
な
ら
、
日
頃
か
ら
生
活
習
慣
に
気
を

つ
け
、
ま
た
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

以
下
に
示
し
た
の
は
、「
糖
尿
病
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
で
す
。
た
く
さ
ん
当
て
は
ま
る
人

ほ
ど
要
注
意
で
す
！

Vol.4

独立行政法人　労働者健康福祉機構
東京労災病院　勤労者予防医療センター

斎藤 照代（労働衛生コンサルタント）

ま
ず
は
肥
満
予
防
を
！

「
食
事
」「
運
動
」「
禁
煙
」で

発
症
リ
ス
ク
を
低
減

糖
尿
病

□
血
族
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る

□
太
り
気
味
で
あ
る

□
40
歳
以
上
で
あ
る

□
運
動
量
が
少
な
い

□
大
食
い
、
ま
と
め
食
い
を
す
る

□
い
つ
も
間
食
を
し
て
い
る

□
ア
ル
コ
ー
ル
を
よ
く
飲
む

□
タ
バ
コ
を
吸
う

□
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い

□
巨
大
児（
４
㎏
以
上
）出
産
の
経
験
が
あ
る

□
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
が
あ
る
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自
覚
症
状
に
乏
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め

で
す
。
せ
っ
か
く
健
康
診
断
で
「
糖
尿
病
の
疑

い
が
あ
る
」
と
早
く
発
見
し
て
も
、
自
覚
症
状

が
な
い
だ
け
に
「
大
丈
夫
」
と
放
置
し
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
実
は
糖
尿
病
の
恐
ろ
し
い
合
併

症
は
、
既
に
境
界
型
の
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と

甘
く
見
ず
、
早
め
に
対
応
す
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
な
の
で
す
。

糖
尿
病
の
合
併
症
は
大
き
く
分
け
て
、
急
性

合
併
症
と
慢
性
合
併
症
が
あ
り
ま
す
。
急
性
合

併
症
の
代
表
が
、
糖
尿
病
性
昏
睡
で
す
。
急
激

に
血
糖
値
が
上
が
る
こ
と
で
意
識
を
失
い
、
命

に
も
関
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
慢
性
合
併

症
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
る
点

で
、
よ
り
や
っ
か
い
で
す
。
慢
性
合
併
症
の
う

ち
糖
尿
病
神
経
障
害
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
糖
尿

病
腎
症
は
、
糖
尿
病
特
有
の
合
併
症
で
す
。
糖

尿
病
神
経
障
害
は
比
較
的
早
く
か
ら
現
れ
、
足

の
し
び
れ
・
痛
み
な
ど
の
症
状
を
呈
し
悪
化
す

る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
な
ど
が
き
っ
か
け
で

壊
疽
と
な
り
下
肢
切
断
な
ど
の
事
態
を
招
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

遺
伝
や
肥
満
に
加
え
、
ス
ト
レ
ス
も
糖
尿
病

の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
血

糖
を
上
げ
る
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
さ
ら
に

で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る
こ
と
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
さ
ら
に
野
菜
類
な
ど
の
食

物
繊
維
は
、
食
べ
た
物
が
小
腸
に
移
動
す
る
時

間
を
遅
ら
せ
る
な
ど
の
作
用
で
、
食
後
の
血
糖

値
の
上
昇
を
穏
や
か
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
食
事
の
際
は
、
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
野

菜
や
豆
類
、
海
藻
類
、
き
の
こ
類
な
ど
か
ら
先

に
食
べ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
運
動
は
糖
尿
病
予
防
の
上
で
も
大
変

重
要
で
す
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
体
を
動
か
さ
ず
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

時
間
が
長
い
人
ほ
ど
、
肥
満
や
糖
尿
病
の
発
症

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ほ
と
ん
ど
消
費
せ
ず
に
過
ご
す
こ
と
は
、

肥
満
や
糖
尿
病
発
症
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
よ
く
体
を
動
か
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
お
勧
め
は
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
で
す
が
、
日
常
生
活
の

中
で
、
立
つ
、
歩
く
な
ど
の
動
作
で
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
消
費
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
毎
日
の
動

作
を
活
発
に
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

約
8
9
0
万
人
と
推
定
さ
れ
る
糖
尿
病
患
者

の
う
ち
、
実
際
に
病
院
に
通
っ
て
い
る
割
合
は

そ
の
３
分
の
１
に
過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
生
活
習
慣
病
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
糖
尿
病
も
ま
た
、
か
な
り
進
行
す
る
ま
で

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪
く
な
り
、
糖
尿
病
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ト
レ

ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
糖
尿
病
予
防
の
上
か
ら
も

重
要
で
す
。「
病
は
気
か
ら
」
の
た
と
え
通
り
、

心
と
体
は
一
体
で
す
。
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付

き
合
う
方
法
を
見
つ
け
プ
ラ
ス
思
考
で
過
ご
し

ま
し
ょ
う
！

最
後
に
タ
バ
コ
で
す
が
、
喫
煙
は
血
流
を
悪

く
し
、
血
管
の
壁
を
傷
つ
け
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
ま
す
。
糖
尿
病
の
合
併
症
の
多
く
は
血
流

障
害
に
よ
り
起
こ
る
も
の
で
、
特
に
糖
尿
病
の

人
は
動
脈
硬
化
が
進
み
や
す
く
、
喫
煙
は
そ
の

ス
ピ
ー
ド
を
さ
ら
に
早
め
て
し
ま
い
ま
す
。
最

近
の
研
究
で
、
糖
尿
病
は
喫
煙
に
よ
っ
て
発
症

リ
ス
ク
が
上
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
禁
煙
す
る
と
そ
の
リ
ス
ク
は
下

が
り
ま
す
（
右
表
参
照
）。

恐
ろ
し
い
糖
尿
病
の
合
併
症
！

ス
ト
レ
ス
と
喫
煙
は
要
注
意
！

建設業で働く人のための

健 康 講 座 Vol.4

喫煙と糖尿病発生（男）（Will, 2001）

1.00

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.07 1.05

＊
1.19

＊
1.45

＊
1.20

＊
1.12

＊
0.99

非喫煙 過去
喫煙

1-19 20-39 40以上 0-4 5-9
1日喫煙量（本） 禁煙後の期間（年）

10以上

禁煙により
リスク低下

糖
尿
病
の
発
症
リ
ス
ク
（
非
喫
煙
を
基
準
）
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─
壇　

和
代
さ
ん

要
建
設（
株
）／
京
都
市
中
京
区

現
場
の
施
工
管
理
で
汗
流
す
紅
一
点

安
全
で
苦
情
な
い
施
工
に
高
い
評
価

教
え
る
こ
と
は
教
え
ら
れ
る
こ
と

後
輩
の
指
導
で
自
身
も
仕
事
の
理
解
が
進
む

壇
さ
ん
が
後
輩
の
面
倒
を
し
っ
か
り
見
る
の

は
今
回
が
初
め
て
と
の
こ
と
。「
ど
う
指
導
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
工
事
の
全
体
像
を
理
解
し
て

も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
教
え
る
こ

き
合
っ
て
み
る
と
、
み
ん
な
気
さ
く
で
い
い
人

ば
か
り
。
し
か
も
、「
人
当
た
り
も
柔
ら
か
く
、

予
想
を
裏
切
ら
れ
ま
し
た
」
と
壇
さ
ん
は
笑
い

ま
す
。
職
人
さ
ん
か
ら
も
「
現
場
に
女
性
が
い

る
と
華
や
ぐ
か
ら
い
い
ね
と
言
わ
れ
ま
す
」。

現
在
、
手
掛
け
て
い
る
現
場
は
地
上
６
階
建

て
の
共
同
住
宅
新
築
工
事
。
今
年
４
月
か
ら
着

工
し
、
竣
工
は
来
年
３
月
の
予
定
。
工
事
の
進

捗
率
は
２
～
３
割
で
、
現
場
所
長
、
壇
さ
ん
の

ほ
か
２
人
の
社
員
で
約
20
人
の
作
業
員
を
統
括

管
理
し
て
い
ま
す
。「
入
社
10
年
目
に
し
て
初

め
て
同
期
の
社
員
と
同
じ
現
場
に
就
き
、
入
社

１
年
目
の
後
輩
も
同
じ
現
場
に
入
り
ま
し
た
」。

京
都
市
で
総
合
建
設
業
を
営
む
要
建
設
㈱
工

事
部
主
任
の
壇
和
代
さ
ん
は
、
女
性
現
場
技
術

者
と
し
て
現
在
、
工
事
現
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
建
築
学
科
を
専
攻
し
、
設
計
と
施

工
と
ど
ち
ら
の
道
に
入
ろ
う
か
と
迷
っ
た
そ
う

で
す
が
、
も
の
を
つ
く
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
、
建
築
の
比
重
が
高
い
要
建
設
に
平
成

17
年
入
社
し
ま
し
た
。
以
来
、
７
つ
の
工
事
現

場
を
経
験
し
、
こ
の
会
社
に
入
社
し
て
良
か
っ

た
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
入
社
当
初
は
現
場
の
職
人
さ
ん

は
気
が
荒
い
の
で
は
な
い
か
、
と
内
心
び
く
び

く
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
付

女性
と

たち

輝くキラリ
❶

設計・監理　光井純アンドアソシエーツ建築設計事務所株式会社
現在手がけている現場パース図
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と
を
通
し
て
工
事
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
壇
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

自
身
も
上
司
か
ら
「
先
輩
の
仕
事
ぶ
り
を
よ
く

見
る
よ
う
に
」
と
教
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
今
に
し
て
そ
の
意
味
が
よ
く
わ
か
る
、
と

言
い
ま
す
。「
後
輩
に
は
、
現
場
で
は
大
き
な

声
で
話
す
こ
と
と
、
挨
拶
の
大
切
さ
を
教
え
て

い
ま
す
」。
職
人
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
に
は
ま
ず
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
お
疲
れ
さ
ま
」
の
挨
拶
を
欠
か
さ
な
い

こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
後
輩
に
体
得
し
て

も
ら
う
た
め
に
挨
拶
の
励
行
を
指
導
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

「
後
輩
に
は
、
職
人
さ
ん
に
指
示
を
出
す
と

き
は
な
ぜ
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま

す
」。ま

た
、「
作
業
や
工
程
の
進
め
方
に
つ
い
て

説
明
す
る
こ
と
、
ま
た
決
め
る
に
当
た
っ
て
相

談
す
る
こ
と
も
仕
事
の
進
め
方
で
重
要
」
と
壇

さ
ん
は
言
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
に
仕
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
す

る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
職
人
さ
ん
も
納
得

し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。

道
路
の
安
全
確
保
も
大
き
な
課
題

通
行
人
や
住
民
の
生
活
に
も
配
慮

安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
敷
地
が
狭

く
て
幹
線
道
路
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
建
設

車
両
の
荷
降
ろ
し
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
の
が

最
大
の
悩
み
と
の
こ
と
で
す
。
特
に
、
現
場
敷

地
内
に
余
地
が
な
い
た
め
移
動
式
ク
レ
ー
ン
が

設
置
で
き
ず
、
資
材
等
の
荷
揚
げ
作
業
に
は
リ

モ
コ
ン
で
操
作
す
る
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
壇
さ
ん
も
特
別
教
育
を
受
け
て

タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。
ま

た
、
近
隣
住
民
や
通
行
人
の
安
全
確
保
な
ど
第

三
者
災
害
防
止
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
。書

類
づ
く
り
に
追
わ
れ
、
帰
宅
時
間
が
遅
く

な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
工
事
の
追
込
み
時
に

は
、
気
力
充
実
の
壇
さ
ん
も
し
ん
ど
い
と
思
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
乗
り
切
り
ま
し

た
。
壇
さ
ん
の
落
ち
着
い
た
話
し
ぶ
り
か
ら
す

る
と
、
当
時
を
乗
り
切
っ
た
こ
と
が
、
現
在
の

自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
窺
え
ま
す
。

無
か
ら
構
造
物
を
つ
く
る
喜
び

達
成
感
が
何
よ
り
の
ご
褒
美
に

入
社
10
年
の
壇
さ
ん
。
作
業
所
長
に
な
る
に

は
10
年
以
上
の
経
験
が
必
要
と
い
わ
れ
ま
す
。

壇
さ
ん
も
そ
の
域
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今

は
先
輩
に
教
え
ら
れ
、
後
輩
に
教
え
な
が
ら
、

作
業
所
長
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

後
輩
に
も
作
業
所
長
に
な
る
ま
で
頑
張
ろ
う
、

と
声
を
か
け
て
い
る
と
の
こ
と
。「
仕
事
は
き

つ
い
で
す
が
、
長
く
続
け
る
こ
と
で
経
験
を
積

め
る
の
で
継
続
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
ん
で

す
」
と
、
後
輩
を
激
励
し
て
い
ま
す
。「
せ
っ
か

く
続
け
て
き
た
の
に
、
も
う
ち
ょ
っ
と
の
と
こ

ろ
で
く
じ
け
て
し
ま
う
の
は
勿
体
な
い
」
と
壇

さ
ん
は
強
調
し
ま
す
。

壇
さ
ん
は
施
工
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
図
面

を
も
と
に
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
建
物
を
建
て

て
い
く
面
白
さ
や
達
成
感
が
た
ま
ら
な
い
と
言

い
ま
す
。
そ
の
喜
び
を
後
輩
に
も
味
あ
わ
せ
て

あ
げ
た
い
と
壇
さ
ん
は
後
輩
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
す
。
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事
務
作
業
の
改
善
で
現
場
の
労
力
を
削
減

社
内
報
の
編
集
で
視
野
を
広
め
る

も
は
丸
１
日
か
か
る
請
求
書
の
処
理
が
半
日
で

で
き
、
終
わ
っ
た
時
の
疲
労
感
も
少
な
い
』
と

工
事
部
の
方
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
と

き
は
本
当
に
嬉
し
く
、
も
っ
と
頑
張
り
た
い
と

自
然
に
思
え
ま
す
」
と
嶋
さ
ん
は
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

２
回
の
育
児
休
業
を
利
用
し
て
、

経
理
や
秘
書
な
ど
の
資
格
を
取
得

嶋
さ
ん
が
入
社
後
に
取
得
し
た
資
格
を
挙
げ

る
と
、
パ
ソ
コ
ン
技
能
検
定
Ⅱ
種
１
級
、
文
書

処
理
能
力
検
定
第
Ⅰ
種
１
級
、
２
級
建
設
業
経

理
事
務
士
、
秘
書
技
能
検
定
準
１
級
、
と
４
つ

に
上
り
ま
す
。

嶋
さ
ん
は
現
在
、
小
学
４
年
生
と
１
年
生
の

２
人
の
子
供
を
抱
え
る
お
母
さ
ん
で
す
。
２
級

㈱
ミ
ラ
ノ
工
務
店
は
昭
和
２
年
創
業
。
も
う

す
ぐ
90
周
年
を
迎
え
る
老
舗
の
建
設
会
社
で
す
。

早
く
か
ら
京
都
と
滋
賀
で
基
盤
を
築
き
、
得
意

建
築
物
に
は
一
般
建
築
物
の
ほ
か
に
社
寺
仏
閣

が
あ
る
な
ど
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
会
社
で
す
。

同
社
で
総
務
部
主
任
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

の
が
嶋
沙
織
さ
ん
。
京
都
の
町
が
好
き
で
、
京

都
に
密
着
し
た
企
業
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い

が
叶
い
、
同
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
嶋
さ
ん
は

簿
記
実
務
検
定
工
簿
１
級
と
全
国
経
理
学
校
協

会
簿
記
能
力
検
定
２
級
を
持
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
能
力
を
フ
ル
に
活
か
し
て
経
理
事
務
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
現
場
の
残
業
時
間
を
減
ら
せ

る
よ
う
に
、「
今
ま
で
培
っ
て
き
た
も
の
を
活

か
し
、
事
務
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、

『
お
陰
で
今
日
は
残
業
せ
ず
に
帰
れ
た
』『
い
つ

女性
と

たち

輝くキラリ
❷

─
嶋　

沙
織
さ
ん

（
株
）ミ
ラ
ノ
工
務
店
／
京
都
市
中
京
区建

設
業
経
理
事
務
士
の

資
格
を
取
得
し
た
の
は

一
人
目
を
出
産
後
、
半

年
間
の
育
児
休
業
中
に

取
得
。
秘
書
技
能
検
定

準
１
級
は
二
人
目
を
出
産
後
、
１
年
間
の
育
児

休
業
中
に
取
得
し
ま
し
た
。「
育
児
と
試
験
勉

強
の
両
立
は
き
つ
く
て
、
寝
る
時
間
が
な
く
本

当
に
大
変
で
し
た
」
と
明
る
く
笑
い
な
が
ら
嶋

さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
相
当
に
頑
張

り
屋
の
よ
う
で
す
。

女
性
の
視
点
で
社
内
報
づ
く
り
、

社
内
の
イ
ベ
ン
ト
の
ア
イ
デ
ア
も

そ
の
嶋
さ
ん
に
降
っ
て
わ
い
た
よ
う
な
任
務

が
下
り
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
21
年
振
り
に
復
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活
し
た
社
内
報
の
製
作
で
す
。「
社
長
や
専
務

か
ら
の
要
望
は
『
自
由
な
発
想
で
、
楽
し
ん
で

作
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
言
わ
れ
、
女
性
事
務
員

５
人
で
力
を
合
わ
せ
て
白
紙
の
状
態
か
ら
作
成

し
ま
し
た
」
と
製
作
リ
ー
ダ
ー
の
嶋
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

こ
の
社
内
報
づ
く
り
の
任
務
は
、
嶋
さ
ん
に

と
っ
て
仕
事
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
た
よ
う
で

す
。
現
場
訪
問
や
女
性
が
得
意
と
す
る
お
店
の

探
訪
記
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
現
場
訪
問
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
現
場

を
見
学
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
接
触
の
な
か
っ
た
現
場
所
長
や
施
主
さ
ん

の
声
ま
で
聞
け
る
の
で
楽
し
い
で
す
」
と
嶋
さ

ん
は
言
い
ま
す
。
今
で
は
社
内
報
は
本
社
と
現

場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

現
場
で
は
騒
音
の
低
減
や
近
隣
対
策
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
苦
労
を
し
な
が
ら
建
築
物
を
仕
上
げ

て
い
る
こ
と
に
嶋
さ
ん
は
感
心
し
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
病
院
の
改
築
現
場
で
は
、
騒
音
と
振
動

対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
壁
１
枚
隔

て
て
診
察
と
工
事
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た

の
は
、
圧
巻
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

社
内
報
製
作
で
５
人
の
女
性
編
集
者
が
も
う

一
つ
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
社
内
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
イ
ク
メ
ン
を
取
り
上
げ

る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
社
内
報
に
は
楽
し
そ
う

な
社
員
の
家
族
の
団
欒
の
様
子
が
顔
を
出
し
ま

す
。「
イ
ク
メ
ン
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
娘
さ
ん

を
だ
っ
こ
し
て
相
好
を
崩
し
た
お
父
さ
ん
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
社
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め

厚
生
会
が
中
心
と
な
っ
て
毎
年
１
回
、
社
員
及

び
家
族
参
加
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
嶋
さ
ん
も
積
極
的
に
企
画
を
提

案
し
て
い
ま
す
。「
子
供
が
い
る
社
員
の
参
加

率
は
高
い
の
で
す
が
、
独
身
者
の
参
加
率
が
低

い
の
が
悩
み
の
種
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
は

ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
の
見
学
後
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
当
た
り
で
、

多
く
の
独
身
者
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
」。

こ
の
よ
う
に
、
嶋
さ
ん
は
社
内
報
で
鍛
え
た
企

画
力
を
イ
ベ
ン
ト
企
画
で
も
存
分
に
能
力
を
発

揮
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

帯
を
着
用
し
て
安
全
靴
を
履
い
て
い
ま

す
。「
何
事
も
ナ
ス
ぞ
う
」
と
、
仕
事

へ
の
情
熱
と
誇
り
を
表
わ
し
た
そ
う
で

す
。「
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
現
場
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」。

嶋
さ
ん
は
今
や
中
堅
社
員
。
後
輩
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
や
り
が
い
を

感
じ
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
い
う
回
答
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
社
内
報
の
製
作
が
そ
の
典
型
で
し
ょ
う
。

「
作
る
側
が
楽
し
ん
で
作
ら
な
け
れ
ば
、
読
む

人
も
楽
し
く
な
い
は
ず
で
す
」
と
嶋
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、「
当
社
は
歴
史
の
あ

る
会
社
で
す
が
、
自
由
な
社
風
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
て
ほ
し
い
」
と
も
。「
そ
の
こ
と
に
気

が
つ
け
ば
仕
事
は
も
っ
と
楽
し
く
な
る
し
、
人

間
関
係
も
よ
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」
と

良
き
先
輩
の
助
言
で
し
た
。

自
由
な
社
風
の
下
で
の
び
の
び
と

仕
事
に
は
や
り
が
い
持
っ
て
励
む

と
こ
ろ
で
、
同
社
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、「
ナ
ス
ぞ
う
く
ん
」

と
「
ア
ー
ス
く
ん
」
の
２
つ
。
実
は
、

こ
の
ナ
ス
ぞ
う
く
ん
は
嶋
さ
ん
が
応
募

し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
。
同
社
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
で
あ
る
紫
紺
色
と
同

じ
ナ
ス
ビ
を
選
ん
で
現
場
所
長
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た
と
の
こ
と
。
よ
く

見
る
と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
、
安
全

写真のポーズも嶋さん（前列左端）が考案

アースくん ナスぞうくん
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●広報委員会の担当副会長として、今後2年間お世話にな

ります。委員長をはじめ諸先輩方と結集し、広報活動して

まいりますのでご協力の程、よろしくお願い致します。

先日、福知山市、広島県を襲った豪雨により甚大な被害や

犠牲者が出ている中、各地よりボランティアの方々が結集

しました。（私共も福知山市へ延べ2名のボランティアを

送りました。参加者の一人は、現地での活動は、報道で見

聞きした以上に大変であったという報告を受けております。）

近所づきあいが希薄になりつつある昨今、ボランティアと

して活動されている姿を見ると、「日本はまだまだ捨てた

ものではない。」という思いがつのり胸が熱くなります。

そう感じるのは私だけではないでしょう。今一度、「頑張

れ日本」と叫びたいものです。� （玉井　康義）

●先日、雑貨店で「FOOD�PLAY」

という本と出逢いました。少し手を加

えるだけで、普段私たちが口にする野

菜や果物に表情が生まれ、何とも可愛

らしい姿になるのです。疲れた時に

ページをめくると、心が和み思わずニ

ヤリと笑顔にさせてくれます。

目線を少し変えるだけで、私たちの業界も世間の皆様から

きっと素晴らしく魅力溢れるものになると信じて、今後の

委員会活動に取り組みたいと思っております。これからも

皆様のご協力とご愛読をお願いいたします。

� （山下委員長）

●厄年ということ……しかも本厄という私。いやはやよく

言ったものです。昨年前厄は身内の健康に関して色々と起

こりました。いやあ厄年だな～なんて思っていたら、今年

の本厄は自分自身に降りかかってきています。ということ

は、次は身近な人の前厄に注意すべき!?　嫁は全クリして

いるので、後は息子か……。数えで24歳の前厄まであと

9年。なんだよ～10年周期じゃないか……。� （Ｏ.�Ｋ）

●エヴァンゲリオンをモチーフに工事看板を作成

� （堀副委員長）

●昨今、気象予報は日々進化し正確な予報を伝えている

が、災害時はいつも想定外、もう、済まされない対応です。

強靭な地域に適した、土木力の活用が必要です。

� （京都縦貫道早期開通期待　北部委員）

●「不言実行」。あれこれ言わずに黙ってやるべき事をや

るという意味で、従来、立派な態度であると考えられてい

たが、近年、やろうとしている事を口に出す「有言実行」

なる新語の方が立派な態度だそうだ。あれこれ言わずに

黙ってやってきた「建設業界」にとって、やろうとしてい

る事・やっている事・やった事を口に出す『広報活動』の

重要性を再認識したところである。� （土木屋Ｓ）

●広報委員会に任命され、早くも3ヵ月が経ちましたが、

恋の「こ」の字も見当たらない今日この頃。2人の友人が

夏に結婚。綺麗な花嫁姿を見て痩せたいのに食欲が邪魔を

する……。色気より食い気と自他共に認めてしまう程食べ

る私。これは、今流行の自己啓発としていっちょスポーツ

でも頑張ってみましょうか。……明日から。� （事務局）

イラスト：キョヲ丞

YUKAちゃん

広報委員会
マスコットキャラクター


